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遺伝学的 に み た 日本産ハ ツ カネ ズ ミの 位量

森脇和郎 （遺伝研）

Genetical　sta 亡us 　of　Japanese　　wi ］d　mGuse ，　Mus

muscalUS 　 motossinUS

KAzuo 　 MORIWAKI

　 旧 大陸 に 生息す る ハ ツ カ ネ ズ ミ M 傷 muscutuS

は 数多 くの 亜 種 に 分 類 さ れ て い る が ，そ れ らの 澗 の

遣伝学的な差異 は 明 らか で な い 。 日本産亜種 M ，n：．

molossinUS と実験用 マ ウ ス の 起源 と 考 え られ る ヨ

ー
ロ ッ パ 産 亜種 M ．m ．　domestiCtCSとの 遺伝距離を

それぞれ の 野生集団 に お け る生化学的遺伝予頻度 を

Nei （1972） の 式｝こ あて は め て 算定す る とお お よそ

0．3す な わ ち約 150万 年に な る。各 亜種 匐 こ 遺伝子頻

度 の 偏 りが著 し い 形質，例 え ば ヘ モ グ ロ ビ ソ β鎖，エ

ス テ ラ ーゼ，イ ソ ク エ ン 酸脱水素酵素 ，補体第三 成

分，フ レ ソ ドウ ィ ル ス 感受性等 を 比 較検 討 す る と地

理 的な へ だ た り と ほ ぼ 対応 して そ れ らの 遺伝形質が

変化 し て い る こ とがわ か り，こ の 結果 を尢に して 各

亜種の 分岐 の 過程 を推定す る こ とを 試 み た。一
方 ミ

ト コ ン ドリ ア DNA の 制限酵素分解生成物 の 電気泳

動パ タ ン の 差異 か ら も各亜種の 分岐時間 を推 定 す る

こ とを 試 み た が （米川 ・森脇 ら，1979）domesticus
，

bactrianus
，　 castaneus ，　 nπ olossinus に つ い て 得 ら

れた 結 果 は お お よ そ 前記 の 推定 と一致す る 。 次に こ

れ らの 各 亜 種の 染 色体 C バ ソ ドの 比較を行 っ た が，

他 の 遺 伝 形 質 に み られ た よ うな 亜 種間の 著 しい 変化

は 認め られなか っ た。た だ 日本産 亜 種の み に 数 本 の

大型染色体に お け る C バ ン ドの 増大 と 数本 の 小型染

色体に お け る C パ ン ドの 消失 とが観察され，こ の 亜

種が 比較的古 い 時期 に 他の 亜 種 か ら分岐 した こ とが

示 唆 され る。ス ミ ソ ニ ア ソ 博物館に 保存され て い る

各 亜 種の 標本 の 尾率を 測定した と こ ろ，日本産亜種

と韓国旧 満 州，中国 北 部，蒙古等 の 亜 種 との 問 に 数

値 の 上で は 近似が認 め られ た．こ れ らの 亜 種 の 遺伝

学的特性に つ い て は 未だ 報告 が なく，次 に 明 らか に

すべ き重要な問題 て あ る。

霊長類 の 分子進化 ； フ ィ プ リ ノペ プチ ドによる ア ジ

ア 産 マ カク 属 8種 の 分子系銃樹

中村　伸，竹中　修，高橋健治 （京大 ・
霊 長類研

・

生 化 ）

Molecular 　evolution 　of 　primates ； Molecular　phy −

logeny　of 　Asian　Macagues 　based　 Dn 　arnillo 　acid

sequences 　of 　tbeir　fibrinopeptides

SHIN 　 NAKAMURA ，　 OsAMu 　 TAKENAKA ，　KENJI

TAKAHAS 田

　 マ カ ク 属 サ ル 類 を含め 霊長類全般 の 系統や 進 化 に

関 して は ，現在 も未解明 な点 が多い 。 特 に ．分予進

化学的立場 か らの 研究は 数少ない 。そ こ で，今回 ア

ジ ア 産 マ カ ク 属サ ル 類に 注 目 し，フ
ィ ブ リ ノ ベ プ チ

ドA お よ び B の ア ミ ノ 酸配列序順 の 比較 に 基 づ く，
マ カ ク属 （ニ ホ ソ ザ ル ：M ．f．タ イ ワ ソ ザ ル ；M ．c．

，

ア カ ゲ ザ ル ： M ・nl．
， カ ニ ク イ ザ ル ： M ．　 fas、

，
ベ ニ

ガ オ ザ ル 　： M ，s．， ボ ン ネ ッ トモ ソ キ
ー

： M ．r．，ア ッ

サ ム モ ン キ ー： M ．a．，ブ タ オ ザ ル ： M ．n ．） 8種 の 系

統関係や 種分化の 解析を試 み た 。

　 フ ィ ブ リ ノ ベ プ チ ドA に つ い て は ． 8種 に お い て

全 て 同
一

配列を示 す ： ll−AEale−Asp15−ThrM −Gly ・s−

Glul2−Glyli−Aspie−Phe9−Leua−Ala：−Glu6−Glys−G ］yl
−Gly3−Val2−ArgLOH

。

一
方．フ a ブ リ ノ ペ ブ チ ド

B に つ い て は ，M ．r．お よ び M ．a，で H −Asns−G｝us

−Glu’−Gly6−Leus−Phe’−Glys−Gly2−Argi −OH の 配列

を示 した 。 Mn ．で は GlyL→Sersお よ び Leus→

Pros へ の 置換 が，　 M ．f．で は GIS・s−・SerS と Gl｝・6．→

SerS へ の 置換が ，また ，
　 M ，c．

，
M ．m ．，　M ．fas．，　M ．s．

に お い て は Gly3→ SerS，　Leus→Pros お よ び G】yE→

Sert へ の 置換が 認 め ら れ た 。こ れ ら の ア ミ ノ 酸配

列比較 か ら， マ カ ク 属 サ ル 類は M − 1群 （M ．r．お

よ び M ，a．），　M − H群 （M ．n ．），　M ¶ 群 （M ．f，），M
−N 群 （M ．c．，　M ．m ．

，　M ．fas．，　 M ．s．）の 4 群 に 大別

さ れ る。な お ，フ ィ ブ リ ノ ペ プチ ドの 配列 比 較 に よ

る と、マ カ ク 属 に 最 も近縁 な もの は オ ナ ガ ザ ル 亜 属

で あ り，平均分子進化速度 よ り概算す る と 両 者 の 分

技年代 は 400 万年前 と推定 され る。ま た，現生 マ カ

ク 属 は 約 300 万年前か ら 種分化 を 開始 し，M −・M 群

（ニ ホ ソ ザ ル ） と M − IV群 （ア カ ゲ ザ ル ） との 分枝

点は 50〜100万年前と推定され る 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


